














（Alfonso X El Sabio3, 在位 1252-84）の指揮の下、かかる社会変化に対応し、
法の地域的多様性を解消するため、大規模な立法事業が展開され、旧来のゲ
ルマン的慣習法から先端のローマ法への転換が図られた。就中、1256年か
ら1265年にかけて編纂された王国統一法『七部法典 4』（Las Siete Partidas）は、
その集大成に位置付けられ、スペイン法制史上最も重要な法典の一つに数え
られる。主な法源は、ローマ法大全（Corpus iuris civilis）、グレゴリウス9世



























































































訟法（第三部 , Partida Tercera）のなかでポセシオンに関する章が独立して
設けられているものの、法典全体を通じてみると「テネンシア」（tenencia）
という語が占有と所持という両概念を指示する。ここで、物の得喪に関する
規定（第1部・第5篇・第8章 , Título VIII, Libro V, Primera Partida）から、
tenenciaの定義について検証したい。
E tenencia es apoderamiento de voluntad, e de fecho en aquellas cosas que se 
pueden veer e tañer en tal manera, que aquel que las demanda por esta razon aya 













占有する者との間には大きな区別がない」（non a grant departimiento entrel 














































　 法一 　 ポセシオンとは「両足を置くこと」（ponimiento de pies）、換言すれば
動産は手で把持し、不動産は足で踏渉することを意味し、「人が肉体と悟性
の助けをもって有形物において有する適法な所持」（tenencia derechurera que 
























（castrense vel quasi castrense peculium）については、この限りでない。
（孤児・心神錯乱・心神耗弱者、都市共同体の共有物）































　 法八 　 贈与において、契約書が交付されていれば、たとえ肉体による物の
引渡が行われていなくとも、被贈与者は当該物の占有を取得する。
（代理占有）

















































































































































































































































la orden de Cístell seyendo en tenencia del monasterio de Sant Çalvador de 




fuessen echados de la lur possession del dicho monasterio contra fuero e 







































vos damos licencia para que podades vender e dar e donar e trocar e cambiar e 
enajenar la dicha mezquita e fazer d'ella e en ella como de cosa vuestra, propia, 
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2 1231年シチリア王国フェデリーコ 1世（神聖ローマ皇帝フリードリヒ 2世）による『メルフィ法典』
（Constituzioni di Melfi）、1280年頃フランス『ボーヴェジ慣習法書』（Coutumes de Beauvaisis）、1340
年バルセロナ海事法典『コンソラート・デル・マーレ』（Consolato del Mare）等がある。
3 アルフォンソ 10世は「賢王」と称されるように、学術振興に貢献した王として知られる。歴史





de Montalvo による注釈付きの 1491年版、Gregorio Lópezによる注釈付きの 1555年版、および王






















10 ガイウス法学提要 第 2部 3.A.139 （船田 1967: 279）。日本民法の占有保持の訴え （198条） は、ロー
マ法上の瑕疵なき占有という要件を除いたものである。また、占有回収の訴え （200条） は、カノ
ン法上の侵奪の訴えに修正を加えて継受されたものである。なお、占有保全の訴え （199条） はロー
マ法に存在しない （船田 2001: 101-102）。
11 1889年スペイン民法典における占有 （posesión） も、古代ローマ法を継受するかたちで 2種に分類
されている。一つは、「自然的占有」 （posesión natural） であり、「物の所持」と定義づけられている。
今一つは、「市民的占有」（posesión civil） であり、「自己のものとして物または権利を取得する意思
に結びついた所持」との定義が与えられている。
12 現代カスティーリャ語は posesiónと綴る。中世語には posesionと possessionの間で語形の揺れが
ある。

















































基本令」（los Decretos de Nueva Planta, 1716年） により導入される中央集権体制を待たなければなら
ない。
30 本論で採用した裁判記録は、左のウェブサイトから収集した：Corpus de Documentos Españoles 
anteriores a 1700 （CODEA）, Grupo de Investigación de Textos para la Historia del Español, Universidad 












34 七部法典の時効規定（青砥 2012: 40-41）によれば、原告が本件放牧権の時効取得を主張する場合、
30年の使用期間を証明する責任を負う。
35 七部法典の遺言に関する規定によると、遺言は、被相続人が 7名の証人の面前で口頭または書面
によりこれを行うものとする（第六部・第一章・法一）。
36 尤も、体素をもってする占有は当然に占有者の心素を伴っていることが推定されることから、心
素については敢えて法廷で触れられなかったのかもしれない。その一方、占有と所持の弁別、お
よび代理占有においては心素の有無が問題になる。
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